
イ
ン
ナ

l
エ
リ
ア
の
再
開
発
と
地
理
学

は
じ
め
に

工

イ
ン
ナ

l
ν
テ
ィ
問
題
と
再
開
発

I 

イ
ン
ナ
l
H
V
テ
4
問
題
主
は

－
1
2
イ
シ
ナ

1
エ
り
ア
の
再
開
発
の
分
類

II 

イ
シ
ナ
l
エ
リ
ア
の
再
開
発
事
業
の
問
題
点

大
川
端
再
開
発
事
業
の
背
景
と
計
画

II E
1
2
－再
開
発
事
業
の
問
題
点

E

イ
シ
ヂ
l
エ
タ
ア
の
再
開
発
を
と
り
巻
く
社
会
環
境

E
ー
ー
ヤ
ッ
ピ
！
と
ジ
ェ
シ
ト
ヅ
フ
ィ
ケ
l
ν
ョ
ン

m 

2 

多
様
性
と
混
合
開
発

E
1
3
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
と
ス
・

1
ハ
1
グ
ロ
ッ
ク
構
想

E
1
4
民
間
活
力
導
入
と
規
制
緩
和

む
京
民
M
W
が
え
て
｜
｜
イ
ン
ナ

l
エ
リ
ア
の
再
開
発
と
地
理
学
｜
｜

福

島

義

和

' ( 
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は
じ
め
に

406 

欧
米
の
大
都
市
に
共
通
す
る
問
題
と
し
て
、
犯
罪
の
発
生
率
の
高
さ
が
あ
る
。
特
に
ア
メ
リ
カ
大
都
市
の
殺
人
・
強
盗
の
犯
罪
率

は
、
日
本
の
数
十
倍
に
も
及
ん
で
い
る
。
通
常
、
こ
の
種
の
人
に
対
す
る
暴
力
ハ
殺
人
も
含
め
る
〉
を
H

バ
イ
オ

ν
ン
ス
三
o

－28
u

と
呼
ん
で
い
る
が
、
も
う
一
つ

H

グ
ア
ン
ダ
リ
ズ
ム

4
8一
両
日
色
町
田
H

と
呼
ば
れ
る
暴
力
が
あ
る
。

「
団
地
内
の
器
物
破
損
、
と
く
に
ガ
ラ
ス
窓
の
破
壊
、
さ
ら
に
空
家
に
入
つ
て
の
火
遊
び
、
ゴ
ミ
収
集
物
の
い
た
ず
ら
、
い
た
る

と
こ
ろ
で
の
落
書
、
車
庫
内
の
車
の
破
壊
（
と
く
に
屋
内
の
専
用
大
駐
車
場
は
各
地
で
破
壊
さ
れ
て
い
る
）
等
々
」
こ
の
物
理
的
な

暴
力
、

つ
ま
り
破
壊
行
為
が
パ
イ
A
A
ν

ン
ス
の
発
生
の
土
壌
に
も
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
こ
の
二
種
類
の
暴
力
が
頻
繁
に
起
こ
る
場

所
が
、
都
心
の
周
辺
部
で
、
と
り
わ
け
乱
立
す
る
高
層
住
宅
団
地
で
あ
る
。

vv
カ
ゴ
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
都
市
の
超
高
層
ビ
ル
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
集
中
冷
暖
房
な
ど
の
維
持
管
理
が
で
き

な
か
っ
た
り
、
超
高
層
ビ
ル
の
公
共
部
分
（
玄
関
・
ホ
ー
ル
等
）
の
荒
廃
化
が
極
度
に
進
ん
だ
り
し
て
い
る
。

セ
ン
ト
ル
イ
ス
郊
外
の
プ
ル

l
イ
ッ
ト
・
ア
イ
ゴ

l
住
宅
団
地
で
は
、
住
宅
公
社
が
自
ら
の
手
で
団
地
を
爆
破
し
、

例
え
ば
、

一
九
年
の
短

い
寿
命
を
絶
っ
て
い
る
。

そ
の
直
接
的
原
因
は
、
犯
罪
者
と
麻
薬
常
習
者
の
ア
ジ
ト
化
で
あ
る
が
、

，そ
の
よ
う
な
事
態
を
招
固く
前
に
、
居
住
者
の
脱
出
、
そ

し
て
建
物
の
維
持
管
理
の
息
づ
ま
り
が
背
景
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
現
在
、
欧
米
の
大
都
市
、
特
に
都
心
周
辺
部
で
多
く
の
社
会
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
。

νテ
ィ
問
題
と
呼
ぴ
、
上
記
の
グ
ア
ン
ダ
リ
ズ
ム
に
伴
う
環
境
破
壊
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

一
般
に
こ
れ
ら
を
イ
ン
ナ
l



ハ
1
〉
三
宅
醇
二
九
八
五
〉
「
住
宅
問
題
の
日
英
比
較
｜
｜
ロ
y
ド
γ
の
イ
γ
ナ
l
シ
テ
ィ
問
題
理
解
の
た
め
に
｜
｜
」
、
大
阪
市
立
大
学
経
済

研
究
所
編
『
ロ
y
ド
y
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
四
三

t
二
七
九
頁
。

（

2
）
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
二
年
五
月
二
四
日
朝
刊
。

－

イ

ン

ナ

l
シ
テ
ィ
問
題
と
再
開
発

ー
ー
ー
イ
ン
ナ
l
ν
テ
ィ
問
題
と
は

イ
ン
ナ

l
ν
テ
ィ
宮
ロ
R
n－q
と
い
う
言
葉
は
多
数
の
研
究
者
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
1

共
通
す
る
こ
と
は
大
都
市
の
あ

る
地
域
を
指
し
、
あ
る
種
の
社
会
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
ば
し
ば
、
類
似
し
た
言
葉
と
し
て
、
イ
ン
ナ
l
エ
リ
ア
宮
ロ
R
R
g
が
み
ら
れ
る
が
、

本
論
で
は
既
成
市
街
地
の
一
部
を
都

インナーエリアの再開発と地理学

市
内
の
プ
l
ン
と
し
て
示
す
時
に
イ
ン
ナ
l
エ
リ
ア
を
用
い
、
そ
こ
で
生
じ
て
い
る
問
題
を
意
識
し
て
言
及
す
る
時
に
イ
ン
芳
l
v
v

ハ
1
）

テ
ィ
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

そ
こ
で
、
今
な
ぜ
イ
ン
ナ
l
u
v
テ
ィ
問
題
な
の
か
と
考
え
る
と
、
背
景
に
は
欧
米
先
進
国
の
共
通
課
題
で
も
あ
る
大
都
市
内
部
の

中
心
都
市
円
相
ロ
可
白
－

a
q
の
表
退
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
わ
が
国
に
も
同
じ
よ
う
な
現
象
が
存
在
す
る
と
指
摘
す
る
研
究
者
も
い
る
。

つ
ぎ
に
ど
の
よ
う
な
現
象
を
も
っ
て
衰
退
と
す
る
か
、
ま
た
そ
の
原
因
は
何
か
を
、
従
来
の
研
究
を
綴
り
返
り
な
が
ら
考
察
す

る

ま
ず
イ
シ
ナ
l
u
v
テ
ィ
問
題
が
生
起
し
て
い
る
イ
ン
ナ
l
エ
リ
ア
の
位
置
を
確
認
す
る
。
図
－
ー
ー
は
、
中
心
都
市
と
郊
外

gt

E
H
Y
そ
れ
に
通
勤
圏

8
B
Bロお
H
8
5
か
ら
構
成
さ
れ
た
大
都
市
圏
ヨ
冊
可
。
官
民
窓
口
白
同

g
の
構
造
を
示
し
て
い
る
。

イ
ン
ナ
l
エ
リ
ア
は
C
・
B
－

D
を
と
り
囲
む
地
域
（
都
心
周
辺
部
）
、
つ
ま
り
C
・
B
－

D
と
郊
外
に
挟
ま
れ
た
既
成
市
街
地

Z
ロ
マ
石
釦
同

g
の
一
部
で
あ
り
、

E
－

w・
パ
ー
ジ
ェ
ス
の
同
心
円
理
論
で
は
、
漸
移
帯
同
円

g
a
g
s－
8
5
の
内
帯
（
工
場
地

407 



区
）
を
中
心
に
、
そ
の
内
帯
か
ら
外
帯
（
悪
化
し
つ
つ
あ
る
住
居
地
区
）
に
か
け
て
の
地

408 

区
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

こ
の
イ
ン
ナ
l
エ
リ
ア
は
土
地
利
用
か
ら
み
る
と
住
商
工
混
在
地
域
で
、
住
宅
・
店
舗

－
事
務
所
・
工
場
・
倉
庫
等
の
施
設
の
老
朽
化
ハ
建
て
替
え
が
行
わ
れ
な
い
）
同
法
ヨ
－

g－

成市街地

外

己

onミ
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
郊
外
へ
の
人
口
流
出
に
伴
い
空
家
の
増
加
も
目
立
っ
て

－通勤圏

つ
ま
り
、
都
心
周
辺
部
に
あ
た
る
イ
γ
ナ
l
エ
リ
ア
の
居
住
環
境
は
極
度
に
悪
化

、．｝、，《
し‘
d
 
可

・郊

し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
富
裕
層
の
郊
外
へ
の
脱
出
に
続
い
て
、
移
動
性
の
高
い
若
年
人
口
や
優
良

企
業
ハ
特
に
製
造
業
や
建
設
業
〉
が
流
出
し
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
事
務
所
機
能
ま
で

が
離
心
化
運
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
イ
シ
ナ
l
エ
リ
ア
の
経
済
基
盤
は
弱
体
化
店
。
g
B
W

骨
急
回
申
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

大都市圏の徳造

工
場
の
立
地

一
方
イ
シ
ナ

l
z
り
デ
へ
の
新
規
企
業
の
立
地
戦
略
は
、
地
価
の
高
騰
、

規
制
、
．
公
害
の
発
生
な
ど
の
理
由
で
難
し
く
、
零
細
企
業
の
占
有
立
地
は
必
然
的
な
結
果

で
あ
る
。

一

－
多
数
の
優
良
企
業
の
流
出
に
よ
り
雇
用
機
会
は
大
幅
に
減
少
し
、
イ
ン
ナ
！
エ
リ
ア
に

お
い
て
雇
用
さ
れ
る
側
も
量
的
に
は
居
住
環
境
の
悪
化
に
よ
る
人
口
減
少
、
質
的
に
は
高

齢
化
・・
未
熟
練
化
・
低
所
得
者
層
の
顕
在
化
・
失
業
者
の
潜
在
化
さ
ら
に
は
欧
米
の
大
都

市
に
み
ら
れ
る
少
数
民
族
の
滞
留
化
ハ
人
種
問
題
〉
と
い
っ
た
現
実
を
抱
え
て
い
る
。
少

図I-1 



な
く
と
も
こ
れ
ら
の
現
実
と
大
都
市
の

C
・
B
－

D
雇
用
（
中
枢
管
理
機
能
・
事
務
所
機
能
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
）
水
準
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
は
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
を
都
市
財
政
的
に
み
れ
ば
、
優
良
企
業
や
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
か
ら
の
税
収
は
激
減
し
、
逆
に
社
会
福
祉
や
都
市
施
設

の
整
備
（
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や

νカ
ゴ
な
ど
に
目
立
つ
舗
装
道
路
の
痛
み
）
へ
の
支
出
が
大
幅
に
増
え
る
こ
と
に
な
り
、
財
政

は
危
機
的
状
況
に
陥
る
。

そ
の
結
果
、
大
都
市
自
身
の
犯
罪
や
災
窓
口
に
対
す
る
安
全
度
は
著
し
く
低
下
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
や
ス
ラ
ム
の
形
成
な
ど

と
い
っ
た
社
会
病
理
現
象
が
噴
出
す
る
。
こ
の
事
態
は
イ
シ
ナ
l
エ
リ
ア
の
住
民
に
と
っ
て
明
ら
か
に
社
会
的
不
利
益

S
E

門
田
町
内

L
gロ
冨
唱
で
あ
る
。

今
ま
で
主
と
し
て
触
れ
て
き
た
三
項
目
〈
諸
施
設
の
老
朽
化
・
経
済
基
盤
の
弱
体
化
・
住
民
の
社
会
的
不
利
益
）
は
、
イ
シ
ナ

1

イシナーエリアの再開発と地理学

エ
リ
ア
内
で
相
互
に
関
連
し
あ
っ
て
生
じ
た
極
め
て
都
市
に
と
っ
て
不
健
全
な
状
態
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
過
去
に
存
在
し
て
い
た

ν
ス
テ
ム
か
ら
何
か
が
奪
い
と
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
不
適
切
な
状
態
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
沖
村
恒
雄
は

R
Eロ
仏
町
宮
守
主
。
ロ
ハ
都

市
的
喪
失
又
は
剥
奪
）
と
い
う
言
葉
を
当
て
は
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
特
に
失
業
問
題
を
強
調
し
た
概
念
だ
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

イ
ン
ナ

l
ν
テ
ィ
問
題
を
含
ん
だ
大
都
市
の
衰
退
現
象
を
我
々
は
ど
の
よ
う
に
考
ゑ
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。

L
－

H
・
ク
ラ
ッ
セ
シ

μは
こ
の
衰
退
現
象
を
大
都
市
圏
の
発
展
過
程
の
な
か
に
没
落
の
段
階
と
し
だ
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
イ

シ
ナ

l
エ
り
ア
の
再
生
や
大
都
市
の
再
生
は
あ
り
え
な
い
の
か
。

〈

1
〉
成
田
孝
三
こ
九
七
九
）
「
わ
が
国
大
都
市
の
イ
シ
ナ
l
シ
テ
ィ
と
都
市
政
策
」
、
季
刊
経
済
研
究
1
1
三
・
四
、
四
三

t
六
八
頁
。

（

2
〉
厳
密
に
大
都
市
圏
を
設
定
す
る
場
合
に
は
λ

主
に
中
心
都
市
へ
の
通
勤
・
通
学
率
の
割
合
を
使
用
す
る
た
め
、
通
勤
範
囲
イ
コ
ー
ル
大
都

・市
圏
之
は
な
ら
な
い
。
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〈3
）
以
下
の
文
献
が
怠
考
に
な
る
。

出血－
Y

河
・
（

H
S
G
a叶
宮
室
。

s
s
g同
n
A
o
a
n市
臨
時
司
。
ョ
。

g
R白－

F
S向田
S
J
m
a
g
s白－

ωZRES－
〈
o－・
少
同
省
・

ω∞
日

I
S
M－

。

a
e
a－
－
切
・
吉
弘
伺
・
同
M

苫
（

H
S
3
4宮
、E
冊目。

S
S
E
E
g
z
g明
白
ロ
色

O
B
8
F
S
Z
S
J
m
a
s白血－

g
E
5・
〈
。
－
・
戸

田
M

匂・
H
申
i

’u。・

（4
〉
主
と
し
て
以
下
の
論
文
を
怠
考
に
し
た
。

成
田
孝
三
ハ
一
九
七
九
）
「
わ
が
国
大
都
市
の
イ
シ
ナ
l
シ
テ
ィ
と
都
市
政
策
」
、
季
刊
経
済
研
究
一

l
三
・
四
、
四
三
l
六
八
頁
。

高
山
正
樹
（
一
九
八
二
）
「
大
阪
都
市
圏
に
お
け
る
イ
Y
ナ
l
シ
テ
ィ
の
住
宅
問
題
」
、
人
文
地
理
三
四
1

一
、
五
三
｜
六
七
頁
。

（5
）
沖
村
恒
雄
（
一
九
八
O
）
「
イ
シ
ナ
l
エ
リ
ア
問
題
と
住
宅
」
、
住
宅
二
九
｜
七
、
一
三
l
ニ
七
頁
。

なお、内田市唱『
F
S
Z
Oロ
の
訳
と
し
て
は
、
「
窮
乏
化
」
も
あ
る
。

古
賀
正
則
（
一
九
七
八
〉
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
都
心
周
縁
部
問
題
と
地
域
政
策
」
、
経
済
学
雑
誌
七
八
l
五
・
六
、
六
七
｜
一
一

O
頁。

（6
〉

5
8お
ロ
戸
－E
富
島
』
－Z
・司
・
3叩－
5
n
r
（
戸
沼
∞
）
」
宮
喝

Z
Z
5
0『
吉
岡
市
再

0
5国
（
〉
官
官
三
え
の

S
E
2
8
0司
君
主
仏

c
g
s
a
－Q〉
ョ－

1
2
ィ
・ン
ナ
l
エ
リ
ア
の
再
開
発
の
分
類

一
般
に
都
市
開
発
は
、
新
開
発
と
再
開
発
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
、
全
く
の
す
ラ
地
に
新
し
い
都
市
を
つ
〈
る
〈
ニ
ュ

l
タ
ク

ン
、
新
し
い
首
都
建
設
：：：
〉
場
合
で
、
後
者
は
、
既
存
市
街
地
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
あ
る
程
度
取
り
払
っ
て
新
し
い
も
の
を
付
け

加
え
る
場
合
で
あ
る
U

本
稿
で
は
、
イ
ン
ナ
l
エ
リ
ア
の
再
生
が
強
い
て
は
大
都
市
（
圏
〉
の
再
生
・
発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
こ
こ
で

は
、
特
に
イ
ン
ナ
l
エ
リ
ア
の
再
開
発
の
分
類
を
試
み
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
既
に
、

一
九
七
六
年
に
、
イ
ン
ナ
l
エ
リ
ア
に
対
す
る
再
開
発
を
最
優
先
事
業
と
し
て
取
り
あ
げ
る
こ
と
が
決
定
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表
1
-
1
 都
市
再
開
発
の
分
類

制併問要心一線軍隊QahnHlhλヤ

対
象
地
区

様
式

日
的

形
R
 

(E.
関W
心．円B
u
r理論ge
田）

再
側
発
の
主
体

イ
ン
ナ
ー
エ
リ
ア

書E
ス
ラ
ム
ク
リ
ア
ラ
ン
合
理
的
土
地
利
用

地
区
再
開
発

漸
移
袴
の
内
待
公
共
セ
ク
タ
一
一
→

市
ス
型

（主
iζ
高
度
利
用
〉
redevelopment 

（
工
場
地
区
）

民
間
デ
ィ
ペ
ロ
ッ
バ

ス
ラ
ム
地
区

改
（
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン

ー
，

造
ド
ピ
ル
ド
型
〉

都機能市
:,
 

リ
フ
ォ
ー
ム
型
都
市
原
境
の

地
区
修
復
〈
改
善
）

不
良
地
区

漸
移
キ
替
の
外
車
普
個
人
一
＋
公
共
セ
ク
タ
ー

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
型
〉

ア
メ
ニ
テ
ィ
rehabilitation 

deteriorated
釘
伺
恋
化
し
つ
つ
地あ
る
（
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
〉

住
居
区

（
良
環
境
の
劣
悪
化

·
·
·
·
·
·

·’・
・
・
ー

・
．
，
，
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
ー
ー
ー
，

•
•
H

••
•
•
 u
 ...
.....
...
.・・・・..・.......・.

...
，・・・

・・
・・・・

・・
•
•
o
・
－
－
－
－
－
－－

·
··

·
··ー·

·
－·

の
防
止
）

地
区
保
全

荒
廃
地
区

C
B
D
 

更新
conservation 

blighted area 

（
主
な
草
書
考
資
料
〉

I. 
木
村
光
宏
・
日
錨
康
雄
(1984）
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
再
開
発
』
学
芸
出
版
社
，
2
0
6ペ
ー
ジ
．

2. 
森
記
念
財
団
(1983）
『
そ
の
1
環
2
ー
汐
留
一
内
港
部
都
市
紬
檎
怒
』
，
2
8ペ
ー
ジ
。

3. 
大阪
21世
紀
協
会
（
1983）『
21世
紀
へ
の
忽
市
ヴ
く
り
戦
略
を
採
る
E
北
米
編
』
，
6
7
ペ
ー
ジ
．

HH司



さ
れ
、
ニ
ュ

l
タ
ク
シ
重
視
か
ら
イ
ン
ナ
l
エ
リ
ア
再
開
発
重
視
へ
と
都
市
政
策
の
大
転
換
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に

412 

は
、
大
都
市
に
お
け
る
産
業
活
動
の
停
滞
あ
る
い
は
衰
退
が
あ
る
。

都
市
の
再
開
発
事
業
の
歴
史
を
み
る
と
（
表
工
｜
1
参
照
）
、
大
き
な
変
化
が
一
つ
存
在
す
る
。

そ
れ
は
、
再
開
発
の
対
象
地
区
が
、

C
・
B
－
D
か
ら
イ
ン
ナ
l
エ
リ
ア
、
つ
ま
り
都
心
周
辺
部
の
港
湾
地
域
等
の
ク
ォ

i
タ
l

－
フ
ロ
ン
ト
、
あ
る
い
は
鉄
道
施
設
等
の
機
能
低
下
し
た
交
通
施
設
、
流
通
施
設
の
用
地
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ

に
次
章
で
触
れ
る
大
川
端
一
再
開
発
事
業
も
、
こ
の
流
れ
の
一
っ
と
言
え
る
P

確
か
に
、
予
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
心
市
街
地
約
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
一
九
の
建
物
を
建
設
し
、
各
建
物
を
地
方
街
で
結
ん
で
地
下
鉄
に

直
結
さ
せ
た
大
規
模
再
開
発
は
、
都
市
成
長
期
に
お
け
る

C
・
B
－
D
再
開
発
の
代
表
的
な
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ナ
l
ν

テ
ィ
問
題
が
続
出
し
、
大
都
市
衰
退
の
時
期
に
入
る
と
、
大
規
模
な
土
地
利
用
の
高
度
化
を
求
め
た
ス
ラ
ム
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
型
の
再

開
発
（
地
区
再
開
発
）
は
減
少
し
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
を
中
心
に
、
都
市
環
境
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
求
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発

型
の
再
開
発
（
地
一
区
修
復
・
地
区
保
全
〉
が
培
加
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
再
開
発
の
規
模
を
縮
少
化
す
る
と
同
時
に
、
再
開
発
の
内
容
も
業
務
空
聞
か
ら
居
住
空
間
の
創
出
へ
と
向

か
わ
せ
て
い
る
。
さ
ら
陀
J

ア
メ
リ
カ
で
は
公
共
セ
ク
タ
ー
が
、
強
力
に
民
間
セ
ク
タ
ー
の
自
由
で
活
発
な
都
市
再
開
発
事
業
を
支

援
し
て
い
る
？

・

一

一

一
わ
が
国
で
は
、
最
近
民
活
プ
l
ム
に
も
便
乗
じ
で
、
：
民
間
資
本
が
一注
目
4
れ
で
川
る
が
、
。
ま
だ
，ま
だ
官
主
導
型
の
再
開
発
事
業
が

多
く
、
大
型
の
民
間
主
体
の
再
開
発
事
業
は
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

八
十
島
義
之
助
〈
一
九
八
五
〉
「
都
市
開
発
へ
の
視
点
｜
｜
交
通
・
東
京
を
中
心
に
考
え
る
！
｜
」
、
司

C
E‘同の
ω句
〉
の
開
七
、
六
l
九
頁
。

大
阪
ニ
一
世
紀
協
会
〈
一
九
八
三
〉
『
一
二
世
紀
へ
の
都
市
づ
く
り
戦
略
を
探
る

E
北
米
編
』
、
六
七
ペ
ー
ジ
。

（

1
〉

〈

2
〉



、

（

3
〉

〈

2
V
と
同
じ
。

II 

イ
ン
ナ

l
エ
リ
ア
の
再
開
発
事
業
の
問
題
点

大
川
端
再
開
発
事
業
の
背
景
と
計
画

Il 

現
在
（
一
九
八
五
年
一

O
月
）
東
京
に
お
い
て
都
市
の
再
開
発
事
業
は
、
駅
前
の
再
開
発
を
含
め
れ
ば
主
要
な
、
も
の
だ
け
で
も
四

四
件

2
ュ
l
タ
タ
ン
を
除
く
〉
あ
る
も
ま
た
、
野
村
総
合
研
究
所
の
調
べ
に
よ
る
と
、
u

全
国
の
都
市
再
開
発
候
補
地
を
積
み
上
げ

る
と
う
今
後
一

0
年
間
で
総
投
資
額
は
ニ

O
兆
円
を
越
え
る
と
い
う
。
ニ

O
兆
円
の
投
資
が
行
な
わ
れ
れ
ば
G
N
P
は
五

O
兆
円
は

ふ
え
る
。
ま
さ
に
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
言
え
る
。

－こ
の
よ
う
な
中
で
大
川
端
再
開
発
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
イ
ン
ナ
l
エ
リ
ア
の
衰
退
を
防
止
す
る
ζ

＆
を
目
的
と
し
た
例
は
ま
だ

数
少
な
い
。

インナーエリアの再開発と地理学

お
が
園
の
再
開
発
事
業
の
主
流
は
、
依
然
と
し
て
駅
前
再
開
発
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
裏
返
し
て
言
え
ば
、
東
京
の
場
合

欧
米
の
大
都
市
に
比
べ
で
ス
ラ
ム
地
区
や
プ
ラ
イ
ト
地
区
の
イ
ン
ナ
l
u
v
テ
ィ
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。
し
か

し
、
少
な
く
と
も
東
京
の
イ
ン
ナ
l
エ
リ
ア
の
人
口
移
動
（
人
口
減
少
〉
、
土
地
利
用
（
混
在
化
）
、
産
業
構
造
（
不
安
定
性
）
な
ど

を
み
る
限
り
、

・ィ
ン
ナ
l
H
V
テ
ィ
問
題
は
確
実
に
潜
在
化
し
て
い
る
。

そ
こ
で
大
川
端
再
開
発
事
業
（
事
業
期
限
一
九
八
四
年

t
一
九
九

O
年
、
総
額
一
八

O
O
Iニ
0
0
0億
円
）
を
取
り
上
げ
て
、

再
開
発
事
業
に
伴
う
諸
問
題
を
考
察
す
る
。

こ
の
再
開
発
事
業
は
一
九
七
二
年
一
一
月
に
「
中
央
区
再
開
発
基
本
構
恕
に
関
す
る
答
申
」
が
中
央
区
と
中
央
区
再
開
発
審
議
会

に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
そ
の
中
の
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
十
の
一
・っ
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
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対
象
地
区
の
大
川
端
つ
ま
り
岡
田
川
の
下
流
地
域
は
、
典
型
的
な
住
商
工
混
在
地
区
で
、
特
に
倉
庫
・
工
場
並
び
に
こ
れ
ら
に
関

414 

連
す
る
大
規
模
施
設
が
数
多
く
分
布
し
て
い
る
。

従
来
、
こ
の
地
区
は
江
戸
・
明
治
以
来
、
水
上
交
通
や
陸
上
交
通
の
要
地
で
も
あ
り
、
現
在
も
伝
統
的
な
都
市
機
能
が
残
存
し
て

、｝。
－L
u
－－
d
句こ
の
よ
う
な
背
景
を
も
っ
地
域
で
、
「
大
川
端
作
戦
」
が
展
開
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
発
端
は
中
央
区
の
過
疎
化
対
策
で
あ
る
。

中
央
区
の
昼
間
人
口
が
約
七

O
万
、
夜
間
人
口
が
約
九
万
と
極
端
な
ま
で
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
こ
の
事
は
区
の
財
政
を
圧
迫

す
る
し
、
児
童
の
減
少
を
来
た
し
将
来
の
教
育
効
果
を
低
下
さ
せ
る
勺
夜
間
人
口
の
増
加
は
急
務
で
あ
る
。
東
京
駅
か
ら
わ
ず
か
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
は
、
都
心
部
へ
の
人
口
呼
び
戻
し
の
受
け
皿
と
し
て
は
最
適
で
あ
る
。

確
か
に

ε切
白

n
r
g
件

Z
S
u、
の
動
き
は
一
九
七

O
年
か
ら
一
九
七
五
年
に
か
け
て
、
こ
の
大
川
端
地
区
に
マ
ン

ν
ョ
ン
建
設

と
い
う
形
で
押
し
寄
せ
て
い
る
。
そ
の
結
果
明
石
地
区
や
勝
ど
き
地
区
で
は
、
人
口
増
加
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
狭
小
な
敷
地

に
最
大
限
の
高
層
化
を
図
る
マ
ン

ν
ョ
ン
建
設
は
、
周
囲
の
低
層
住
宅
ハ
過
密
老
朽
住
宅
）
に
日
照
権
・
通
風
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
起
こ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
住
・
商
・
工
の
混
在
化
に
加
え
、
マ
ン
リ
V

ョ
ン
建
設
に
よ
る
住
宅
地
化
と
、
都
心
に
近
接
し
て

い
る
た
め
に
事
務
所
の
進
出
に
伴
う
業
務
地
化
も
進
ん
で
い
勺

こ
こ
で
イ
シ
ナ
l
エ
リ
ア
に
位
置
す
る
大
川
端
地
区
の
地
域
特
性
を
整
理
す
る
と
、
次
の
四
点
に
な
る
。

昼
夜
間
人
口
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
（
昼
間
人
口
の
減
少
）

(4) (3) (2) (1) 

特
に
マ
ン
uv

ョ
ン
立
地
、
業
務
地
化
を
伴
う
住
・
商
・
工
の
混
在
化

過
密
老
朽
住
宅
地
の
残
存

工
場
・
倉
庫
群
の
立
地
変
化



イ＇／ j:'ーエリアの再開発と地理学

大川端再開発事業（リバーシティ 21)図II-1 

，， 

（出所iま都市問題取材班 (1985）「東京がこんなに変わる／」，週刊東洋経済第4614号， p.37) 

こ
の
よ
う
な
地
域
を
対
象
に
、
大
川
端
再
開
発
事
業
が

実
施
さ
れ
、
「
リ
バ

l
u
v
テ
ィ
幻
」
が
核
と
な
る
。
こ
れ

は
一
九
七
九
年
に
石
川
島
播
磨
重
工
の
東
京
工
場
跡
地
約

九
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
と
三
井
不
動
産

が
買
収
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
さ
ら
に
一
九
八
二

t
一
九

八
三
年
に
東
京
都
が
対
象
を
約
二
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
広
げ

「
マ
イ
タ
ク
ン
東
京
」
計
画
の
一
環
に
位
置
付
け
た
と
こ

ろ
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。

「
リ
バ

l
uvテ
ィ
剖
」
に
は
「
永
く
住
む
、
川
と
住
む
、

に
ぎ
わ
い
に
住
む
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
で
、

ロ
ン

ド
ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
の
ク
ォ

l
タ
l
－
フ
ロ
ン
ト

ハ
8
）

の
再
開
発
計
画
を
か
な
り
意
識
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

る。
さ
ら
に
特
徴
と
し
て
は
、
従
来
の
官
主
導
型
の
再
開
発

か
ら
明
ら
か
に
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
を
前
面
に
押
し
出

し
た
い
わ
ゆ
る
官
民
一
体
型
の
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
図
E
ー
ー
を
見
て
頂
き
た
い
。

「
リ
バ

l
ν
テ
ィ
幻
」
は
三
つ
の
ゾ
l
y
に
分
け
ら
れ
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る
。
官
主
導
の
東
プ
ロ
ッ
ク
は
公
団
・
東
京
都
・
住
宅
公
社
が
一
三
三

O
戸
‘
民
間
主
体
の
西
プ
ロ
ッ
ク
は
三
井
不
動
産
が
一
一
七

416 

O
戸
、
両
プ
ロ
ッ
ク
合
わ
せ
て
二
五

O
O戸
で
、
人
口
七
五

O
O人
を
想
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に

ν
ン
ボ
ル
ゾ

l
ン
ハ
官
・
民
共
同
）
と
な
る
文
化
・
商
業
施
設
用
地
に
は
uv

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ホ
テ
ル
、
文
化
ホ

円

9
V

l
h
N
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
を
誘
致
す
る
計
画
で
あ
る
。

〈1
〉
田
中
隆
三
九
八
五
〉
「
一
二
世
紀
都
市
・
東
京
は
い
ま
再
開
発
フ
ィ
l
パ
l
」
、
週
刊
東
洋
経
済
第
四
六
一
二
号
、
七
四
l
七
八
頁
。

〈2
）
日
本
経
済
新
聞
、
一
九
八
四
年
一
一
月
一
六
日
朝
刊
。

（
3
）
当
時
、
中
央
区
の
社
会
経
済
の
中
心
と
し
て
地
区
の
再
開
発
を
進
め
る
た
め
に
、
地
区
盤
備
計
画
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
該
当
地
区
と

、
し
て
、
東
日
本
橋
、
築
地
、
月
島
、
箱
櫨
刷
、
銀
座
の
五
地
区
が
選
ば
れ
て
い
る
。

（
4
）
竜
造
寺
一
（
一
九
八
O
〉
「
高
度
二
七
O
O
m
か
ら
見
た
綱
田
川
隅
田
川
改
造
計
画
の
現
状
」
、
す
み
だ
が
わ
四
、
四
l
一
五
頁
。

（5
）
「
都
心
に
住
む
」
と
い
う
ス
ロ
l
ガ

γ
で
居
住
環
境
の
整
備
が
行
な
わ
れ
て
い
る
（
西
ベ
ル
リ
ン
・
ロ
シ
ド
シ
・
パ
リ
）
。
下
記
の
文
献
が

有
益
で
あ
る
。

Fgrpω
・∞－

g
仏

ω胃
5
・
0
（
s
g
y
E
n
r
g円
Z
n
F
Q
H
2
2
2
5
5
G
y
r
o
F史
L
H
2
2色
。
ロ
・
思
同
同
国
g
g
H
v
s
p
g
N司・

（
6
）
東
京
都
中
央
区
ハ
一
九
七
七
〉
『
新
し
い
町
．
つ
く
り
｜
｜
月
島
地
区
再
開
発
適
地
調
査
報
告
概
要
｜
｜
』
、
四
一
頁
。

〈
7
〉
（
1
）
と
同
じ
。

ハ8
〉
河
川
の
産
業
的
な
利
用
価
値
は
低
下
し
た
も
の
の
、
河
川
の
も
つ
環
境
的
な
魅
力
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
都
市
再
開
発
上
極
め
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
（
大
阪
二
一
世
紀
協
会
（
一
九
八
＝
3

『
一
二
世
紀
へ
の
都
市
づ
く
り
戦
略
を
採
る

E
欧
州
編
』
、
六
四
頁
J

〈9
）
主
に
三
種
類
の
資
料
を
使
用
す
る
。
一
つ
は
下
記
の
も
の
で
、
他
の
二
つ
は
凶
と
凶
で
あ
る
。
都
市
問
題
取
材
班
〈
一
九
八
五
）
「
東
京

が
こ
ん
な
に
変
わ
る
／
」
、
週
刊
東
洋
経
済
第
四
六
一
回
号
、
三
ニ

l
四
一
頁
。



E
1
2

再
開
発
事
業
の
問
題
点

以
上
の
イ
ン
ナ
l
エ
3
ア
再
開
発
事
業
で
問
題
に
な
る
い
く
つ
か
の
点
を
列
挙
す
る
。

一
つ
は
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
で
あ
る
。
再
開
発
に
よ
っ
て
、
風
害
・
日
照
・
景
観
・
騒
音
さ
ら
に
は
交
通
渋
滞
な
ど
周
囲

の
環
境
ヘ
の
影
響
は
測
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
故
、
。環
境
へ
の
影
響
力
を
予
測
、
評
価
す
る
手
続
き
を
怠
っ
て
は
な
ら
な

・

ぃ
。
つ
ま
り
環
境
評
価
開
ロ

4
5
R
S
E包
〉

m
g自
g骨
で
は
な
く
、
環
境
影
響
評
価
何

2
5日ロ
g
E
E冨
♀
〉

s
a
g
g同

が
重
要
で
あ
る
。

二
つ
め
の
問
題
は
、
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ

l
の
高
い
効
率
性
に
基
づ
く
、
卓
越
し
た
ア
イ
デ
ア
を
大
い
に
活
用
す
る
事
は
い
い
の

だ
が
、
公
的
セ
ク
タ
ー
も
十
二
分
に
稼
働
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
再
開
発
の
理
念
を
都
市
圏
の
中
に
位
置
付
け
て
練
り
上
げ
る
。
そ
の
際
、
特
に
立
退
者
の
移
住
先
、
店
舗
の
移
転
先
な

イシナーエリアの再開発と地理学

ど
を
十
分
に
考
慮
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
都
市
再
開
発
事
業
に
伴
う
基
盤
整
備
が
あ
る
。
特
に
大
川
端
再
開
発
の
場
合
に
は
、
民
間
所
有
が
大

部
分
を
占
有
し
て
お
り
、
中
央
区
に
と
っ
て
財
政
的
に
か
な
り
難
し
い
問
題
も
あ
っ
た
訳
で
、
官
民
一
体
型
の
戦
略
は
あ
る
意
味
で

は
必
然
的
結
果
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
大
川
端
地
区
は
交
通
が
か
な
り
不
便
で
、
現
在
地
下
鉄
の
早
期
実
現
（
地
下
鉄
八
号
線
、

二
号
線
の
新
設
）
が
努
力
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
実
現
化
が
遅
れ
る
よ
う
だ
と
づ
’
こ
の
地
区
は
都
心
部
の
発
達
の
影
響
を
あ
ま
り
受

一
一
号
線
の
延
伸
お
よ
び
一

け
ず
に
と
り
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
e

以
上
の
事
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
再
開
発
事
業
に
と
っ
て
公
的
セ
ク
タ
ー
の
役
割
は
、
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ

l
・と
同
様
に
重

411 



要
な
役
割
を
担
？
で
い
る
。

三
つ
め
の
問
題
は
、
や
は
り
公
共
セ
ク
タ
ー
（
国
や
地
方
自
治
体
）
の
役
割
と
関
連
す
る
が
、
再
開
発
の
具
体
化
の
動
き
に
よ
っ

て
周
辺
の
地
価
が
高
騰
し
、
人
口
の
呼
び
戻
し
政
策
が
な
か
な
か
軌
道
に
の
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

確
か
に
都
心
部
の
地
価
の
高
ち
同
様
に
、
イ
ン
ナ
l
エ
リ
ア
で
も
地
価
の
高
騰
は
起
こ
っ
て
い
る
。
問
題
は
地
価
高
騰
に
よ
っ

て
本
来
の
土
地
利
用
で
あ
っ
た
住
宅
地
的
土
地
利
用
が
な
さ
れ
ず
に
、
商
業
空
間
や
業
務
空
聞
が
卓
越
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
こ

と
で
あ
る
。

対
策
と
し
て
、
中
央
区
で
ほ
一
九
八
五
年
五
月
か
ら
「
市
街
地
開
発
事
業
指
導
要
綱
」
を
作
成
し
、
開
発
建
築
物
に
は
住
宅
も
い

っ
し
ょ
に
建
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

（

1
）．
藤
田
俊
一
・
安
井
孝
之
〈
一
九
八
五
）
「
情
報
化
が
招
い
た
都
心
部
の
急
勝
、
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
九
l
三
O
、
一七一－
l
一八
O
頁。

E

イ
ン
ナ

l
エ
リ
ア
の
再
開
発
を
と
り
巻
く
社
会
環
境

E
1
1
 

，‘ 

ヤ
ッ
ピ
！
と
ジ
エ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
l
v
ョ
シ

‘
イ
シ
ナ
j
エ
リ
ア
，の
再
開
発
地
域
を
と
り
巻
く
社
会
環
境
に
つ
い
て
述
べ
る
。

大
都
市
闘
の
表
退
は
イ
メ
オ
l
エ
リ
プ
の
衰
退
と
も
大
い

K
関
連
が
あ
る
。
そ
し
て
住
民
の
郊
外
へ
の
流
出
現
象
は
、
R

少
な
く
と

も
居
住
性
か
ら
み
る
隈
り
、

C
・
B
－

D
や
イ
ン
ナ
1
エ
ヅ
ア
を
魅
力
な
き
場
所
と
し
て
認
め
て
い
る
一
つ
の
証
拠
で
も
あ
る
。

成
田
孝
三
に
よ
れ
ば
A

ロ
ン
ド
ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
例
に
『
一
九
七

0
年
代
に
顕
著
に
な
っ
て
き
た
近
隣
の
再
生
は
公
的
資
金

の
援
助
を
受
け
な
い
民
間
資
本
に
よ
る
点
を
特
徴
と
し
て
お
り
、

そ
れ
は
：
：
：
中
略
：：
：
二
つ
の
形
態
を
と
も
な
っ
て
い
る
己
と

418 
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ハ
2
V

し
て
、
ジ
ェ
シ
ト
リ
フ
ィ
ケ
l
v
ョ
シ
鳴
豆
町
民
n白巴
O
ロ
と
一
品
質
化
ロ
匂
笥
白
色
宙
開
を
挙
げ
て
い
る
。

ジ
エ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ

lν
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
司
・
0
・
ω白
F
屈
を
引
用
し
な
が
ら
「
下
層
の
労
働
者
た
ち
が
占
め
て
い
た
住
宅
ハ
ま

た
は
近
隣
や
小
売
地
区
〉
に
知
的
上
層
中
産
階
級
が
移
住
し
て
い
く
上
向
き
の
漉
過
現
象
」
と
成
田
は
紹
介
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

居
住
者
の
上
方
へ
の
階
層
的
入
れ
換
え
で
あ
る
。

一方、

νカ
ゴ
大
学
で
ア
メ
リ
カ
外
交
史
を
専
攻
す
る
入
江
昭
は
、
ジ
且
ン
・ト
リ
フ
ィ
タ

lν
ョ
ン
を
ア
メ
リ
カ
の
都
市
住
民
の

中
産
階
級
化
と
み
て
お
り
、
そ
の
現
象
と
し
て
特
に
若
い
プ
ロ
フ
ェ
ッ

ν
ョ
ナ
ル
ズ
（
実
業
家
、
弁
護
士
、
医
師
等
〉
｜
｜
俗
に
ヤ

ッ
ピ
l
げい
l
の
中
に
は
、
郊
外
に
定
住
す
る
代
わ
り
に
大
都
会
へ
出
て
高
価
な
ア
パ
ー
ト
や
マ
シ

ν
ョ
シ
を
借
り
た
り
、
古
い
家
屋

を
買
い
取
っ
て
近
代
的
に
改
築
し
た
り
す
る
者
が
目
立
っ
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
動
き
を
肯
定
的
な
立
場
で
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
イ
シ
ナ
1
エ
リ
ア
の
経
済
活
動
の
活
性
化
が
お
こ
り
、
古
く
な
っ

た
建
物
の
維
持
管
理
も
公
的
援
助
を
期
待
せ
ず
個
人
単
位
で
実
施
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
イ
ン
ナ
l
エ
リ
ア
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
が
漸
次

更
新
さ
れ
で
い
ぐ
。
ま
。さ
に
個
人
版
の
リ
フ
ォ
ー
ム
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
で
あ
る
。

そ
こ
で
わ
が
国
・で
は
ジ
エ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
1ν
ョ
ン
に
類
似
し
た
動
き
は
み
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
日
本
型
ニ
ュ
－
t
タ
ク
シ
の
不
人
気
（
千
葉
ニ
ュ

l
タ
ク
シ
は
代
表
例
〉
に
比
べ
る
と
、
都
心
部
や
イ
ン
ナ
l
エ
リ
ア
で

の
高
層
マ
ン
ジ
司
ン
や
ワ
ン
ル

l
ム
マ
シ

ν
ョ
ン
の
建
設
怯
活
発
明
、
あ
る
。

イシナーエリアの再開発と地理学

大
阪
市
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
近
鉄
上
本
町
駅
の
近
く
に
公
社
、
公
団
で
は
最
高
価
格
の
七
三

O
O万
円
の
高
層
分
譲
住
宅
ま
で

出
現
し
て
い
る
ハ
入
居
予
定
は
昭
和
六
二
年
一
一
4

月〉。

確
か
に
わ
が
国
の
大
都
市
忙
お
い
て
も
、
欧
米
の
大
都
市
程
顧
著
で
は
な
い
が
、
都
心
部
指
向
は
伺
え
が
刊
し
か
し
、
わ
が
国
の

特
殊
事
情
ハ
単
－
一
民
族
国
家
に
近
い
状
態
で
、
建
物
の
耐
久
年
数
も
欧
米
に
比
較
す
る
と
短
期
間
・で
あ
る
）
を
考
慮
す
る
と
、
欧
米

419 



の
大
都
市
ほ
ど
わ
が
国
の
犬
都
市
都
心
部
が
魅
力
的
か
ど
う
か
は
非
常
に
疑
問
が
残
る
。

た
だ
現
在
言
え
る
こ
と
は
、
都
心
部
や
イ
シ
ナ

l
エ
リ
ア
に
立
地
ず
る
高
級
高
層
分
譲
住
宅
へ
の
入
居
者
の
イ
シ
テ
ン
・ν
ィ
グ
な

調
査
は
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
型
ヤ
ッ
ピ
ー
を
抽
出
し
、
イ
ン
ナ

l
vv
テ
ィ
問
題
の
対
策
を
、
都
市
政
策
（
特
に
住
宅
政
策
）

ν
グ
ェ
ル
の
中
に
し
っ
か
り
位
置
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。

420 

〈
1
〉
成
田
孝
三
〈
一
九
八
一
）
「
ア
メ
リ
カ
に
お
げ
る
都
市
再
生
の
動
向
と
問
題
点
」
、
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
吉
岡
健
次
・
崎
山
耕
作
編

『
大
都
市
の
衰
退
と
再
生
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
三
三
｜
ニ
六
ニ
頁
。

ハ
2
）
成
田
ハ
一
九
八
三
に
よ
れ
ば
、
居
住
者
の
階
層
的
入
れ
替
え
を
と
も
な
わ
な
い
住
区
の
再
生
が
高
質
化
、
よ
り
正
確
に
は
「
在
住
者
に

よ
る
高
質
化
」
公
ロ
2
5
Z
E
Z混
同
色
吉
岡
〉
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

〈3
）
成
田
（
一
九
八
一
〉
に
よ
れ
ば
、
来
住
者
の
総
合
像
と
し
て
、
子
供
を
も
た
な
い
一

t
二
人
の
白
人
世
帯
で
、
ニ

O
歳
台
後
半
か
ら
三

O

歳
台
、
大
学
を
率
業
し
、
専
門
職
か
管
理
織
に
つ
き
、
一
万
五
O
O
O
t三
万
ド
ル
の
年
収
（
共
稼
ぎ
の
ば
あ
い
は
四
万
ド
ル
を
越
え
る
〉
を

得
て
い
る
と
し
て
い
る
。

ハ4
）
入
江
昭
三
九
八
五
〉
つ
ア
メ
リ
カ
の
夢
d

を
蘇
生
さ
せ
る
条
件
」
、
中
央
公
論
一
一
八
九
号
、
一

O
二
｜
一
一
五
頁
。

（5
〉
ヤ
ッ
ピ
l
（
J
R
C
M
V
盟
問
）
の
は
ペ
は
「
ペ
。

czの」
－
C
は
「

cm∞
〉

Z
」
・
司
は
「

2NOEwωω
目。
Z
〉
F
」
を
そ
れ
ぞ
れ
表
わ
す
。

（6
〉
ジ
品
シ
ト
リ
フ
ィ
ケ
l
シ
ョ
ン
〈
居
住
者
の
上
方
へ
の
階
層
的
入
れ
換
え
）
を
、
利
潤
追
求
の
行
動
の
現
わ
れ
と
解
釈
す
る
立
場
の
研
究

者
も
い
る
。

（7
〉
相
羽
康
郎
〈
一
九
八
五
〉
「
ワ
γ
ル
l
ム
マ
シ
シ
ョ
シ
お
よ
び
単
身
居
住
の
動
向
と
将
来
」
、
地
域
開
発
ニ
四
六
、
＝
二
｜
四
O
頁。

（8
〉
例
え
ば
大
阪
市
の
人
口
は
、
一
九
八
三
年
以
降
少
し
ず
つ
だ
が
柚
唱
え
て
い
る
。
市
の
都
市
開
発
局
の
住
み
替
え
動
向
調
査
で
、
新
築
住
宅

が
人
口
呼
び
戻
し
と
市
内
定
着
に
、
か
な
り
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
（
日
本
経
済
新
聞
、
一
九
八
五
年
一
一
月
一
八
日

朝
刊
〉

一



Ill 

2 

多
様
性
と
混
合
開
発

わ
が
国
の
大
都
市
は
、
欧
米
に
比
べ
て
い
か
に
多
様
性
向
山
F
a
g
－q
に
乏
し
く
、

い
か
に
移
動
性

S
O
E

－－q
が
低
い
か
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

特
に
前
者
の
多
様
性
に
つ
い
て
は
二
種
類
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
人
口
構
成
上
の
多
様
性
、
も
う
一
つ
は
都
市
機
能
上
の
多
様

性
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

こ
の
ソ
l
vv
ャ
ル
ミ
ッ
ク
ス

S
E
E
M
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
混
住
化
概
念
を
、

積
極
的
に
再
開
発
事
業
や
ニ
ュ

l
タ
ク
シ
な
ど
の
新
開
発
事
業
に
採
用
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
（
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ク
エ
｜
デ

イシナーエ日アの再開発と地理学

ン
・
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
な
ど
〉
。
こ
の
傾
向
は
前
述
し
た
ジ
エ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
l
ν
ョ
ン
を
積
極
的
に
評
価
す
る
立
場
で
も
あ
る
。

わ
が
国
の
場
合
を
考
え
る
と
、
人
種
上
の
ソ

i
ν
ャ
ル
ミ
ッ
ク
ス
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
が
、
内
容
的
に
は
高
齢
者
を
含

む
多
世
代
同
居
、
職
業
の
多
機
化
、
所
得
分
布
の
多
様
化
、
そ
れ
に
住
宅
所
有
形
態
の
多
様
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
日
こ
の
よ
う
な

多
様
化
を
居
住
環
境
と
し
て
高
く
評
価
し
よ
う
と
す
る
混
合
開
発

g
w
骨三
O
B
O
E
は
注
目
に
値
す
る
。

従
来
の
都
市
再
開
発
で
常
に
問
題
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
崩
壊
が
あ
る
が
、
ソ

l
ν
ャ
ル
ミ
ッ
ク
ス
の

概
念
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
一
つ
の
解
答
で
あ
る
。
た
だ
し
わ
が
国
に
お
い
て
こ
の
概
念
が
実
践
さ
れ
て
い
る
の
は
ま
だ
ご
く
一

部
で
、
し
か
も
郊
外
に
立
地
す
る
職
住
分
離
型
の
ニ
ュ

l
タ
ク
ン
（
例
え
ば
多
摩
ニ
ュ

l
タ
ク
シ
）
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
都
市
再

開
発
事
業
へ
の
本
格
的
な
適
用
は
今
後
の
諜
題
と
い
た
る
。

‘

多
様
性
の
も
う
一
つ
の
問
題
と
し
て
、
都
市
機
能
の
複
合
化

8
5
1虫
色

R
Zロ同
gna。
ロ
が
あ
る
。

こ
の
問
題
の
背
景
に
は
、
従
来
郊
外
の
無
秩
序
な
ア
ー
バ
ン
ス
プ
ロ
ー
ル
対
策
と
し
て
、
土
地
利
用
の
純
化
を
め
ざ
す
は
ず
で
あ
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っ
た
プ
l
ニ
ン
グ
（
止
地
利
用
規
制
〉
が
、
結
果
的
に
は
用
途
の
混
在
化
を
招
い
た
こ
と
が
あ
る
勺

し
か
し
、
最
近
で
は
こ
の
土
地
利
用
の
混
在
化
ハ
都
市
機
能
の
複
A
ロ
化
〉
が
、
人
々
の
混
住
化
ハ

y
l
ν
ャ
ル
ミ
ッ
ク
ス
〉
と
同

様
に
都
市
再
開
発
の
重
要
な
概
念
と
な
っ
て
い
る
。
・
つ
ま
り
、
複
合
機
能
の
利
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
し
、
安
定
的
な
コ
ミ
ユ

ハ
4
〉

ニ
テ
ィ
に
不
可
欠
な
近
隣
意
識
の
育
成
も
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

一
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（1
〉

0
・問。・
0
・
編
〈
一
九
八
四
）
『
都
市
そ
の
再
生
の
条
件
｜
｜
都
市
の
成
長
と
衰
退
｜
｜
』
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
八
五
頁
。

（
2
〉
混
合
開
発
と
は
、
高
層
・
中
層
・
低
層
の
建
物
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
発
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

（3
〉
浜
田
学
昭
二
九
八
四
）
「
都
市
的
土
地
利
用
と
其
の
政
策
の
定
見
へ
の
展
望
」
、
商
経
学
叢
〈
近
畿
大
学
〉
三
一

1
特
別
、
九
七
1
一一一

一頁。

〈4
）
（
1
）
と
同
じ
。

m 

3 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
と
ス
ー
パ
ー
プ
ロ
ッ
ク
構
怨

三
番
目
に
再
開
発
事
業
そ
の
も
の
の
変
化
と
新
し
い
手
法
の
開
発
で
あ
る
。

既
に

I
1
2
で
触
れ
た
よ
う
に
、
大
規
模
な
ス
ラ
ム
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
型
の
再
開
発
は
ほ
ぼ
終
り
、
現
在
主
流
と
な
っ
て
い
る
の
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
型
の
再
開
発
で
、
当
然
再
開
発
対
象
の
規
模
も
小
さ
く
な
り
、
プ
ロ
ッ
ク
（
街
区
〉
が
基
礎
単
位
と
な
っ
て
いき

て
い
る
。
一
つ
の
事
例
と
し
て
、
大
川
端
作
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
る
隅
田
川
沿
い
の
月
島
地
区
を
取
り
上
げ
る
。

・

こ
の
地
区
は
下
町
情
緒
を
残
し
た
旧
来
か
ら
の
住
宅
地
と
し
て
、
現
在
で
も
特
徴
あ
る
街
並
を
形
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
防
災

上
・
居
住
環
境
上
い
ろ
い
ろ
と
問
題
を
抱
え
て
お
り
、

一
九
七
七
年
に
中
央
区
建
築
部
（
再
開
発
課
）
で
は
五

0
0平
方
メ
ー
ト
ル
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表llH 現況と計画の概要

現況計画

Aプロック（A棟〉
・敷地面積 460m' 460m' 

－住戸数 12戸 12戸

・建物延床面積 532m' 1. 196m' 

－一戸あたり平 約45m' 約75m'
均床面積

・有効空地率 約109百 約35%
（路地相当分〉

Bプロック（B棟）

・敷地面積

・住戸数

．建物延床面積

460m' 460m' 

11戸 11戸
588m' 1, 013m' 
（除，駐車場）

・一戸あたり平 約50m' 約75m'
均床函滋

・有効空地~ 約叩% 約40_%
（路地相当分〉〈含．駐車翁〉

出所は図］［－1と同じ



ハ
l
v

プ
ラ
ン
を
提
唱
し
て
い
る
。
e

図
E
ー
ー
の
よ
う
に
、
路
地
を
挟
ん
で
裏
路
地
で
区
切
ら
れ
た
、
四
六

0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
を
一
つ
の
単
位
と
し
た
共
同
建

築
の
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
基
礎
単
位
が
一
街
区
に
当
た
る
。
も
と
も
と
こ
の
街
区
は
、
日
頃
つ
き
あ
い
の
あ
る
路
地
の

424 

両
側
の
家
に
よ
っ
て
共
同
化
が
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
現
況
と
計
画
の
比
較
ハ
表
E
1
1）
を
み
る
と
、
プ
ロ
ッ
ク
（
街
区
〉
ご
と
の
敷
地
面
積
や
住
戸
数
は
も
と
の
ま
ま
で
、
建

物
延
床
面
積
や
二
戸
あ
た
り
の
平
均
床
面
積
は
、

一
・
五

t
二・

O
倍
に
拡
大
し
て
い
る
バ

そ
し
て
、
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
、
有
効
空
地
率
が
三
・
五

t
四
・

O
倍
に
上
昇
し
て
お
り
、
日
照
・
通
風
な
ど
の
問
題
が
解
決

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
中
央
区
で
は
こ
の
五
。
0
平
方
メ
ー
ト
ル
プ
ラ
ン
を
展
開
し
て
、
四
プ
ロ
ッ
ク
を
一
つ
に
し
た
二

0
0
0平
方
メ
ー
ト
ル

プ
ラ
ン
の
共
同
化
も
提
案
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
プ
ロ
ッ
ク
内
を
整
理
し
て
総
合
化
し
よ
う
と
す
る
考
え
は
、
ア
メ
リ
カ
の
都
市
で
既
に
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
考
え
の
背
景
に
は
、
広
い
道
路
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
た
各
プ
ロ
ッ
ク
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
数
プ
ロ
ッ
ク
を
統
合
し
、
そ
の
中
の
道
路
を
閉
鎖
し
て
、
プ
ロ
ッ
ク
全
体
を
計
画
し
な
お
す
‘よ
う
な
形
で
再
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
公
園
を
中
心
に
そ
れ
を
囲
ん
だ
建
物
の
配
置
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
ス
ー
パ
ー
プ
ロ
ッ
ク
構
想

は
、
西
欧
諸
国
の
都
心
再
開
発
（
例
え
ば
、

ロ
ン
ド
ン
の
パ

1
ピ
カ
シ
地
区
の
再
開
発
）
に
も
適
用
さ
れ
、
都
市
機
能
の
多
様
化

ハ
複
合
化
）
の
促
進
に
有
効
で
あ
る
。
・
つ
ま
り
、
業
務
地
区
と
居
住
地
区
を
区
分
せ
ず
、
両
者
を
混
在
さ
せ
る
こ
と
で
都
心
部
で
も

夜
間
人
口
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
、
と
の
ス
ー
パ
ー
プ
ロ
ッ
ク
構
想
に
は
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
ス
ー
パ
ー
プ
ロ
ッ
ク
構
想
が
前
節
の
「
多
様
性
と
混
合
開
発
」
と
深
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
理
解



で
さ
』
る
。

わ
が
国
で
は
、
こ
の
構
想
を
名
古
屋
の
街
．
つ
く
り
に
適
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
し
、
さ
ら
に
新
し
い
動
き
と
し
て
プ
ロ
ッ
ク
構
造

〈

3〉

の
転
換
と
自
由
空
間
の
ネ
ッ
千
ワ

l
ク
化
を
め
ざ
し
た
手
法

Q
E
E？
oEω
】
『
伯
仲
町
田
）
も
考
案
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
大
い
に
プ
ロ

ハ
4
〉

ッ
ク
聞
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

i
ν
ョ
シ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
は
進
み
、
プ
ロ
ッ
ク
構
造
の
修
正
・
転
換
・
総
合
化
の
動
き
は
活
発
化
す
る

も
の
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
’再
開
発
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

イYナーエリアの再開発と地理学

ハ1
）
東
京
都
中
央
区
〈
一
九
七
七
）
『
新
し
い
町
づ
く
り
｜
｜
月
島
地
区
再
開
発
適
地
調
査
報
告
概
要

l
1』
、
四
＝
良
。

（2
）
佐
々
波
秀
彦
三
九
八
一
ニ
）
「
人
の
住
む
ま
ち
の
設
計
｜
｜
名
古
屋
の
将
来
を
考
え
る
｜
｜
」
、
候
文
彦
・
日
下
公
人
他
著
『
ア
1
パ
シ
ル

ネ
ッ
サ
シ
ス
』
パ

γ
リ
サ
ー
チ
イ
シ
ス
テ
ィ
テ
ュ

1
ト
、
九
三

l
一
二
六
頁
。

（3
）
う
ら
が
え
し
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る

E
E凶巾
1
0
E
H
ω
3
g
g
は
、
大
規
模
な
再
開
発
に
よ
ら
ず
個
々
の
建
設
や
整
備
を
着
実
に
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
市
街
地
の
整
備
を
は
か
る
方
式
で
あ
る
。
〈
大
阪
市
総
合
計
画
局
〈
一
九
七
八
〉
『
大
阪
都
心
地
区
の
整
備
に
関
す
る

基
礎
研
究
｜
｜
市
街
地
更
新
の
生
態
分
析
に
基
づ
く
都
市
整
備
の
展
望
｜
｜
ハ
概
要
）
』
、
五
九
頁
）

〈4
〉
パ

l
ミ
シ
ガ
ム
や
ロ
シ
ド
γ
の
一
部
を
中
心
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
エ
シ
ピ
ロ
ッ
プ
（
封
筒
）
計
画
は
、
特
筆
に
値
す
る
。
あ
る
街
区
の

外
装
（
こ
れ
が
封
筒
に
対
応
す
る
〉
を
自
治
体
側
が
無
料
で
修
復
し
て
し
ま
う
。
居
住
者
は
町
が
再
生
さ
れ
る
と
と
に
確
信
を
も
っ
て
内
装
に

投
資
し
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
居
住
す
る
決
意
を
固
め
る
。
（
三
宅
醇
こ
九
八
五
〉
「
住
宅
問
題
の
日
英
比
較
｜
｜
ロ
y
ド
γ
の
イ
ヌ
ナ
l

シ
テ
ィ
問
題
理
解
の
た
め
に
｜
｜
」
、
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
編
『
ロ
シ
ド
γ
』
東
京
大
学
出
版
会
、
ニ
四
三

t
二
七
九
頁
）

m 

4 

民
間
活
力
導
入
と
規
制
緩
和

イ
ン
ナ

l
エ
リ
ア
の
再
開
発
を
と
り
巻
く
社
会
環
境
の
四
番
目
と
し
て
、
規
制
緩
和
皆
同
町
宮
芯
弘
O
ロ
の
問
題
が
あ
る
。

東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
な
ど
の
大
都
市
の
イ
シ
ナ

l
エ
リ
ア
に
は
、
依
然
と
し
て
低
層
の
木
造
住
宅
が
密
集
し
て
い
る
。

425., 



ハ
2
V

東
京
に
つ
い
て
言
え
ば
、
中
林
一
樹
が
「
イ
ン
ナ
l
ν
テ
ィ
問
題
が
顕
在
的
で
あ
る
の
は
、
都
心
部
で
は
な
く
、

・製
造
業
の
集
積
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し
た
旧
来
の
住
工
商
混
在
地
域
で
あ
る
都
心
周
辺
高
密
市
街
地
（
宅
地
あ
た
り
人
口
密
度
三

O
O人
メ
M
以
上
、
一
九
八

O
年
）
で

あ
る
。
」
と
し
、
具
体
的
に
は
最
も
イ
ン
ナ
i
ν
テ
ィ
的
状
況
を
示
す
地
域
と
し
て
、
特
に
荒
川
・
台
東
・
墨
田
の
三
区
を
摘
出
し

て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
イ
シ
ナ

1
エ
リ
ア
を
強
力
に
再
開
発
す
る
に
は
、
国
や
地
方
の
財
政
状
況
か
ら
判
断
し
て
、

ど
う
し
て
も
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ

l
の
活
力
が
必
要
と
な
る
。
ぞ
の
民
間
活
力
導
入
の
一
つ
と
し
て
、
具
体
的
に
建
築
規
制
や
土
地

利
用
規
制
の
緩
和
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（

3
V
 

例
え
ば
、
東
京
で
は
規
制
緩
和
に
も
と
づ
く
施
策
方
針
と
し
て
主
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

環
状
七
号
線
と
荒
川
放
水
路
に
固
ま
れ
た
区
域
内
に
あ
る
第
一
種
住
居
専
用
地
域
を
、
建
築
物
の
中
高
層
化
が
よ
り
可
能
な
第
二

種
住
居
専
用
地
域
へ
指
定
替
え
し
た
り
、
道
路
の
幅
が
狭
い
と
こ
ろ
で
も
高
層
住
宅
が
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

さ
ら
に
、
準
工
業
地
域
の
よ
う
に
環
境
問
題
が
あ
ま
り
深
刻
で
な
い
と
み
ら
れ
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
建
物
の
高
さ
を
制
限
し
て

い
る
高
度
地
区
の
指
定
を
や
め
た
り
、
本
来
な
ら
ば
都
市
再
開
発
法
の
対
象
に
な
い
耐
火
構
造
の
建
物
が
多
い
地
域
で
も
、
住
民
の

意
見
が
ま
と
ま
れ
ば
対
象
に
含
め
て
税
制
優
遇
措
置
を
適
用
す
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

わ
が
国
の
都
市
再
開
発
の
官
主
導
型
の
「
法
定
再
開
発
」
に
比
べ
、
民
聞
が
自
主
的
に
進
め
る
「
任
意
再
開
発
」
の
事
業
に
対
し

て
は
、
特
に
目
立
っ
た
優
遇
措
置
が
と
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
な
規
制
緩
和
の
政
策
は
都
市
再
開
発
に
有

効
な
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
同
時
に
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
多
く
の
難
聞
を
抱
え
る
と
と
に
も
な
る
1
6

一
つ
に
は
、
中
小
規
模
の
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
乱
開
発
が
増
加
す
る
心
配
が
あ
る
。
か
つ
て
郊
外
で
起
こ
っ
た
ア
l
パ

ン
ス
プ
ロ

l
h
w
に
伴
う
乱
開
発
に
よ
る
土
地
の
細
分
化
現
象
が
、
都
心
部
や
イ
ン
ナ
！
エ
リ
ア
で
起
こ
る
可
能
性
は
あ
る
。



二
つ
め
は
、
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
高
層
建
築
の
立
地
が
急
激
に
進
む
と
、
周
辺
の
低
層
の
居
住
地
域
の
環
境
条
件
が
悪
化
す
る
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。
日
照
や
通
風
な
ど
を
中
心
に
し
た
居
住
環
境
の
悪
化
問
題
で
あ
る
。

三
つ
め
は
、
こ
れ
が
－
番
問
題
で
あ
る
が
1

規
制
緩
和
政
策
に
よ
り
あ
る
土
地
へ
の
高
層
建
築
物
の
立
地
が
可
能
と
な
る
と
、
土

地
投
機
の
傾
向
が
生
じ
る
。
つ
ま
り
今
ま
で
安
定
し
て
い
、た
地
価
が
急
騰
し
、
居
住
空
聞
が
地
代
支
払
能
力
の
高
い
非
居
住
空
間

（
業
務
空
間
や
商
業
空
間
）
に
転
換
さ
れ
、
一
般
的
に
は
ま
ず
ま
ず
都
心
部
や
イ
〆
ナ
l
エ
リ
ア
の
居
住
性
が
低
下
す
る
こ
と
に
な

る。
結
局
、
イ
ン
ナ
i
エ
・3
ア
の
再
開
発
と
は
、
都
心
部
や
イ
ン
ナ
l
エ
u
p
ア
で
人
聞
が
快
適
な
生
活
ハ
換
言
す
る
な
ら
、
ア
メ
ユ
テ

ィ
を
求
め
た
生
活
〉
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
開
発
で
あ
る
べ
き
で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
や
混
合
開
発
が

注
目
さ
れ
る
の
も
当
然
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
地
方
自
治
体
レ
グ
ェ
ル
に
お
い
て
、
住
宅
地
の
質
を
高
め
る
た
め
に
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。
既
に

E
l
2
で
中
央

イシナーエPアの再開発と地理学

区
の
「
市
街
地
開
発
事
業
指
導
要
綱
」
を
紹
介
し
た
が
、
そ
の
他
に
全
国
の
一
一

O
七
の
自
治
体
（
一
九
八
四
年
四
月
一
日
現
在
）

が
実
施
し
て
い
る
「
宅
地
開
発
指
導
要
綱
」
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、

か
え
っ
て
自
治
体
が
過
大
な
要
求
を
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
押
し
つ
け
、
そ
れ
が
宅
地
を
高
価

な
も
の
に
し
て
き
た
事
実
も
否
定
で
き
な
い
。

ア
メ
リ
カ
（
ボ
ル
チ
モ
ア
・
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
な
ど
）
に
お
い
て
、
再
開
発
、
と
り
わ
け
ス
ラ
ム
街
の
再
開
発
に
広
く
適
用
さ
れ
て

い
る
「
ラ
イ
ト
・
ダ
ク
ン
（
資
産
の
帳
簿
価
額
を
切
り
下
げ
る
と
方
式
が
民
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
成
功
し
て
お
り
、
わ
が
国
の

地
価
安
定
に
も
有
効
な
よ
う
で
あ
る
。
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こ
の
方
式
は
、
市
や
州
が
用
地
買
収
か
ら
基
盤
整
備
が
で
進
め
、
そ
れ
に
か
か
っ
た
費
用
の
六
割
ほ
ど
で
、
信
用
あ
る
デ
ィ
ベ
ロ



ッ
パ
ー
に
払
い
下
げ
る
と
い
っ
た
も
の
で
、
こ
の
背
景
に
は
ア
メ
リ
カ
で
は
、
土
地
は
公
共
の
も
の
と
い
う
観
念
が
強
く
、
再
開
発

の
計
画
づ
く
り
の
段
階
で
は
徹
底
的
に
議
論
す
る
が
、
決
定
す
れ
ば
そ
れ
に
従
う
と
い
う
社
会
的
合
意
が
あ
る
。
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わ
が
国
の
場
合
は
、
こ
の
社
会
的
合
意
が
全
く
欠
如
し
て
お
り
ぺ
逆
に
今
だ
に
根
強
い
五
地
神
話
が
あ
る
。
そ
れ
故
、
地
価
そ
の

も
の
が
流
動
的
で
あ
り
、
土
地
投
・
機
と
い
う
現
象
を
醸
成
し
や
す
く
し
て
い
る
。

結
局
、
民
間
活
力
導
入
の
成
否
の
鍵
は
、
規
制
緩
和
の
政
策
と
同
時
に
地
価
安
定
を
目
ざ
し
た
土
地
政
策
の
確
立
に
あ
る
と
言
つ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

（
1
）
規
制
緩
和
の
ね
ら
い
は
、
政
府
が
民
間
の
活
動
に
加
え
て
い
る
制
約
を
緩
め
企
業
の
自
由
競
争
を
刺
激
し
、
い
わ
ゆ
る
「
民
間
の
活
力
」

を
引
き
出
そ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。

ハ
2
〉
中
林
一
樹
〈
一
九
八
一
ニ
〉
「
大
都
市
の
内
部
市
街
地
に
関
す
る
研
究
川
｜
｜
東
京
の
都
心
周
辺
高
密
市
街
地
の
現
状
に
関
す
る
資
料
｜
｜
」

総
合
都
市
研
究
一
九
、
一
一
一
ニ
l
一
三
ニ
頁
。

（3
）
以
下
の
資
料
を
怠
考
に
し
た
。

柏
木
股
（
一
九
八
四
）
『
〈
補
〉
『
環
七
内
側
の
用
途
地
域
見
直
し
」
を
拒
絶
す
る
住
民
｜
｜
「
第
一
種
住
専
」
地
区
住
民
の
意
識
調
査
結
果
l

1
』
、
本
間
義
人
・
五
十
嵐
敬
喜
編
『
近
代
都
市
か
ら
人
間
都
市
へ
｜
｜
規
制
緩
和
批
判
｜
｜
』
自
治
体
研
究
社
、
九
五
l
一
O
八
頁
。

日
本
経
済
新
聞
こ
九
八
三
年
八
月
ニ
九
日
朝
刊
お
よ
び
一
一
月
二
八
日
朝
刊
〉
。

〈
4
）
一
定
規
模
以
上
の
宅
地
開
発
を
す
る
業
者
に
市
町
村
が
、
学
校
や
下
水
道
援
備
の
た
め
の
負
担
金
や
協
力
金
の
曲
拠
出
と
、
幅
の
広
い
道
路
一

や
一
定
割
合
の
公
園
の
設
置
を
義
務
づ
げ
る
も
の
。
学
校
な
ど
を
建
設
し
て
無
償
で
自
治
体
に
提
供
す
る
よ
う
定
め
て
い
る
と
ζ

る
も
あ
る
。

（
親
日
新
聞
、
一
九
八
四
年
一
一
月
一

O
日
朝
刊
）

（5
〉
筆
者
は
ア
メ
リ
カ
の
都
市
再
開
発
政
策
の
一
つ
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
「
地
方
自
治
体
が
土
地
・
建
物
等
の
買
収
と
、
こ
れ
に
対
す
る

補
償
の
業
務
を
い
っ
さ
い
行
い
、
さ
ら
に
公
的
機
関
の
手
で
収
用
さ
れ
た
不
動
産
の
解
体
・
撤
去
か
ら
そ
の
補
償
、
用
地
の
聾
備
、
公
共
施
設

の
建
設
ま
で
行
な
う
」
と
い
っ
た
再
開
発
事
業
の
徹
底
し
た
基
盤
盤
備
に
あ
る
と
考
え
る
。
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開師一 l－岬醐目
1 
ヤッピーとジエントリフィ 人口移動，住み換え，近隣再生，中心の

ケーション 郊外化

多様性と混合開発 用途純化，ゾーユシグ〈ー住専・ニ住専），

2 混在化＇ ＇，）ーシャJレミックス，多世代同

居（高齢者〉

3 Iコミム開発… ｜街区制か共同化一
ープロック檎恕 率．エシピロップ計画
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税制優遇措霞．ライトダグシ方式

署長町ー1
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飛
田
精
（
一
九
六
九
）
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
民
間
・
テ
ィ
ベ
ロ
γ

パ
l
の
活

動
」
、
日
本
地
域
開
発
セ
シ
タ
l
編
『
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
l
｜
｜
都
市
開
発
と

住
宅
政
策
｜
｜
』
鹿
島
出
版
会
、
一
五
O
l－
－
一
四
頁
。

〈

6
）
朝
日
新
聞
、
↓
九
八
四
年
一
一
月
一
四
日
朝
刊
。

む
す
び
に
か
え
て

｜
｜
イ
ン
ナ
l
エ
リ
ア
の
再
開
発
と
地
理
学
｜
｜
－

拙
論
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
前
章
で
取
り
上
げ
た
再
開
発
研
究
の
重
要

概
念
と
現
代
地
理
学
の
研
究
項
目
を
整
理
す
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
表
W
l
l
は
完
全
な
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
三
の
項
目

に
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
ν
ョ
ン
の
研
究
や
、
四
の
項
目
に
は
特
定
街
区
制

ハ
空
中
権
を
含
め
る
〉
、

て
い
る
故
、
今
後
補
充
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
一
方
で
は
再
開
発
の
型
が
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
例
え
ば
名
古
屋
市
を

地
区
計
画
制
な
ど
重
要
な
論
点
（
項
目
）
が
抜
け

初
め
と
し
て
厚
木
市
な
ど
の
地
方
都
市
の
再
開
発
に
ま
で
ホ
テ
ル
が
進
出
し

た
り
、
高
槻
市
（
大
阪
府
）
で
は
民
間
資
金
を
導
入
し
て
公
有
地
を
活
用
す

る
新
し
い
方
策
と
し
て
の
土
地
信
託
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
さ
ら
に
守
口
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市
（
大
阪
府
〉
で
は
市
街
地
再
開
発
事
業
の
中
で
、
高
層
の
老
人
ホ

i
ム
が



駅
前
に
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
我
々
の
回
り
で
再
開
発
事
業
が
新
し
い
動
き
を
見
せ
初
め
て
い
る
。
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‘ ー．・

次
に
再
開
発
研
究
と
地
理
学
に
つ
い
て
一
言
。
従
来
、
再
開
発
と
い
う
テ
1
マ
を
地
理
学
の
研
究
者
は
敬
遠
し
て
き
た
傾
向
が
あ

る
。
そ
れ
に
は
こ
っ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
－

’
一
つ
と
し
て
、
研
究
対
象
地
域
の
空
間
的
拡
が
り
が
余
り
に
も
貧
弱
な
た
め
、
地
域
特
性
同

aes－－q
が
欠
如
す
る
こ
と
、
つ

ま
り
数
多
く
の
再
開
発
地
域
を
と
っ
て
も
余
り
変
化
が
な
く
、
均
質
空
間
で
あ
り
過
ぎ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。

a

一一一
つ
め
の
理
由
と
し
て
、
再
開
発
地
織
が
一
般
的
に
は
経
済
合
理
性
の
み
を
追
求
し
た
人
工
空
間
で
あ
る
こ
と
が
、
結
局
人
間
の

生
き
生
き
し
た
歴
史
を
介
在
さ
せ
る
余
地
を
余
り
残
さ
な
か
っ
た
か
ら
と
考
え
る
。
つ
ま
り
歴
史
の
流
れ
の
中
で
の
地
域
変
容
を
伺

い
知
る
事
が
で
き
な
い
。
当
然
地
域
の
個
性
が
襲
失
さ
れ
、
や
は
り
地
域
特
性
の
欠
如
に
結
び
付
く
こ
と
に
な
る
。

－
し
か
し
、
近
頃
再
開
発
が
地
理
学
の
中
で
も
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

も
ち
ろ
ん
、
従
来
か
ら
土
地
利
用
の
変
遷
ハ
再
開
発
の
前
後
）
の
研
究
は
盛
ん
で
あ
る
が
、
も
っ
と
本
質
的
な
問
題
追
求
の
た
め

に
、
例
え
ば
既
に
言
及
し
た
よ
う
に
大
都
市
圏
の
構
造
と
い
う
、
よ
り
大
き
な
地
域
の
中
に
お
い
て
再
開
発
地
域
ハ
部
分
地
域
〉
を

考
え
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
都
市
圏
の
衰
退
と
い
う
、
世
界
の
大
都
市
に
共
通
す
る
問
題
に
も
地
理
学
的
分
析
が
可
能

と
な
る
。

‘

つ
ま
り
、
研
究
対
象
地
域
の
大
小
と
い
う
空
間
的
拡
が
り
は
余
り
気
に
せ
ず
、
あ
る
地
域
の
構
成
要
素
と
し
て
再
開
発
地
域
を
把

握
す
る
。
一
種
の
U
V

ス
テ
ム
論
的
思
考
（
地
織
H
V

ス
テ
ム
論
）
を
根
底
に
す
え
る
事
が
重
要
で
あ
る
。

最
後
に
筆
者
が
再
開
発
研
究
に
つ
い
て
、
一
つ
の
地
理
学
の
発
展
を
期
待
す
る
の
は
以
下
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。

・



ω
都
市
研
究
の
中
で
重
要
な
位
置
付
け
が
で
き
る
。
建
築
↓
プ
ロ
ッ
ク
↓
地
区
↓
都
市
↓
都
市
圏
と
い
っ
た
よ
う
に
、
都
市
を

構
成
す
る
要
素
と
し
て
プ
ロ
ッ
ク
や
地
区
が
考
え
ら
れ
、
今
ま
で
の
地
区
レ
グ
ェ
ル
ま
で
の
地
理
学
研
究
を
、
さ
ら
に
プ
ロ
ッ

ν
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
都
市
研
究
が
展
開
で
き
る
。

ク
と
い
う
単
位
ま
で
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

(2) 

隣
接
科
学
と
の
接
点
を
有
し
た
応
用
地
理
学
と
し
て
存
在
で
き
る
。
プ
ロ
ッ
ク
と
い
う
単
位
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
グ
ェ
ル

で
の
研
究
を
必
要
と
し
な
が
ら
、
都
市
工
学
・
建
築
学
・
心
理
学
な
ど
の
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
改

造
や
都
市
機
能
の
更
新
と
い
っ
た
応
用
的
な
再
開
発
研
究
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

(3) 

都
市
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
と
し
て
の
地
理
学
を
め
ざ
す
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
自
身
、
常
日
頃
か
ら
地
理
学
は
フ
ィ

ー
ル
ド
を
重
視
す
る
学
問
だ
と
認
識
し
て
い
る
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
客
観
的
に
み
て
民
族
学
ハ
文
化
人
類
学
〉

築
学
の
研
究
者
の
方
が
ず
っ
と
フ
ィ
ー
ル
ド
を
歩
き
回
っ
て
い
る
（
少
な
く
と
も
筆
者
よ
り
も
〉
。

・
民
俗
学
・
建

や
は
り
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
を
自
分
の
限
で
み
る
事
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
研
究
対
象
地

イシナーエリアの再開発と地理学

域
と
し
て
自
分
の
ぺ

l
ス
で
す

l
グ
ェ
イ
で
き
る
範
囲
で
も
あ
る
プ
ロ
ッ
ク
は
誠
に
適
切
で
あ
る
。

結
局
、
我
々
地
理
学
を
学
ぶ
者
は
も
っ
と
フ
ィ
ー
ル
ド
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
付
記
。
本
稿
は
昭
和
問
年
度
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
〈
個
人
研
究
）
助
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
J
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